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新技術の特徴・従来技術との比較

• 規制対象であるCr(VI)を用いずに、現行の硬質クロムめっきを

超える耐摩耗性を持つCrCoNi MEA電気めっきを可能にした。

• ミクロ相分離する液体を電気めっき用の電解液とすることで

多元系合金であっても容易に組成制御できることを実証した。

• 合金めっきの多元化によって、機能設計の探索範囲が大幅に

拡大した。 → 機械学習との新たな連携に期待
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想定される用途

• Cr(VI)を用いた硬質クロムめっきの代替となる被膜としての

利用が期待される。

• 耐摩耗性を高めることで被膜を薄膜化し、より軽量な耐摩耗

被膜として利用できる。

• 構成元素を「増やす」あるいは「組み合わせを変える」ことで

硬質化以外の機能をもつ被膜の設計が期待できる。
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実用化に向けた課題

• ラボスケール（2 cm x 2 cm）程度の面積に対して

CrCoNi MEAの電析が可能であることを確認済み。

→ 大面積への電気めっきについては未検討

• 元素の組み合わせについては、幾つか検討済み。

→ 任意の組み合わせで電気めっきできるか未検討

→ 非水系を用いて電析される金属への適応性は未検討
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企業への期待

• ラボスケールからのスケールアップに共同で取り組んで
くださる方々との連携を期待しています。

• 現行の硬質クロムめっきをCrCoNi MEAへと世界にさきがけて
置き換えを目指す方々との連携を目指しています。

• 宇宙産業など、グラム単位で重量削減を目指す分野で、
耐摩耗被膜の膜厚低減と軽量化に取り組む方々との連携
も歓迎します。
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企業への貢献、PRポイント

• 有毒なCr(VI)を用いず、現行の硬質クロムめっきを超える
耐摩耗性と耐食性をもつ表面コーティングが可能です。

• Cr(III)を用いることで、RoHS指令を回避した耐摩耗被膜の
電気めっきが可能です。

• 導入に際して必要な分析などの十分なバックアップ体制を
構築します。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：多元系合金めっき膜の生成方法

• 出願番号 ：特願2023-025550

• 出願人 ：京都大学

• 発明者 ：深見一弘、村上勇樹、邑瀬邦明



20

お問い合わせ先

京都大学

成長戦略本部 イノベーション領域

e-mail ip-eng＠saci.kyoto-u.ac.jp
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